
平成３０年上半期食品産業動向調査

食品産業動向調査結果

   １　食品産業の景況

   ２　食品関係企業の電子商取引（ＥＣ）の取組状況について

   ３　食品関係企業の農業参入に係る取組状況について

　　調査時点　平成３０年７月１日

　　調査方法　郵送により調査票を配付し、郵送により回収

　　調査対象企業

　　　　　　　公庫取引先を含む全国の食品関係企業　７，１０１社

　　　　　　　有効回収数　 ２，４９８社　（回収率：３５．２％）

　　　　　　　　　　　　　<内訳>　　食品製造業　　１，６４０社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　食品卸売業　　　　６１７社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　食品小売業　　　　１９４社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　飲食業 　　　　　　 ４７社

　※景況判断のため、アンケート結果からDI値を算出。DI(Diffusion Index = 動向指数)とは、
　　「増加する（良くなる）」と回答した企業の割合から「減少する（悪くなる）」と回答した企
　　業の割合を差し引いた数値。

　

　　　　　＜調査に関するお問い合わせ＞

　　　　　　日本政策金融公庫　農林水産事業本部　情報企画部 TEL 03-3270-5585

注：図表において、四捨五入の関係上、合計が一致しない場合があります。

平成３０年１１月

①

調査要領

詳しい調査結果を当公庫ホームページ（https://www.jfc.go.jp/)に掲載しています。
トップページから「刊行物・調査結果」→「農林水産事業」→「食品産業動向調査」の順でご覧ください。



２ 食品関係企業の電子商取引（ＥＣ）の取組状況について
３ 食品関係企業の農業参入に係る取組状況について

１ 食品産業の景況

景況ＤＩは前回調査に続きマイナス値

景況ＤＩ（景況ＤＩは、売上高ＤＩ、経常利益ＤＩ、資金繰りＤＩを単純平均して算出）

【実績】
　○平成30年上半期の景況ＤＩは、前回（29年下半期）調査より3.1ポイント低下し、▲10.8となった。
【見通し】
　○先行き30年下半期の景況ＤＩは、6.6ポイント上昇するも▲4.2とマイナス値に留まる見通し。

地域別景況ＤＩ

【実績】
　○平成30年上半期の地域別景況ＤＩは、すべての地域が▲0.6～▲16.9ポイント幅でマイナス値となっ
　　た。中でも、北関東の低下が目立ち、10.3ポイント低下し▲15.0となった。
【見通し】
　○先行き30年下半期の地域別景況ＤＩは、10地域中９地域で上昇する見通し。
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景況DI (食品産業） 景況DI (うち製造業）

日銀短観

（全産業・全規模）

日銀短観

（製造業・全規模）

26年上半期 26年下半期 27年上半期 27年下半期 28年上半期 28年下半期 29年上半期 29年下半期 30年上半期 30年下半期見通し

食品産業 ▲ 2.9 ▲ 7.3 4.0 11.0 5.9 0.6 ▲ 6.5 ▲7.7 ▲10.8(-3.1) ▲4.2（+6.6）

うち製造業 ▲ 4.9 ▲ 8.2 0.3 10.2 6.9 ▲ 0.7 ▲ 4.9 ▲4.7 ▲9.7(-5.0) ▲3.0（+6.7）

（　）は前回との差

（注）地域の区分

北海道･･･････北海道 東海･････岐阜県、静岡県、愛知県、三重県

東北･････････青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県 近畿･････滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県

北関東･･･････茨城県、栃木県、群馬県 中国･････鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県

南関東･･･････埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県 四国･････徳島県、香川県、愛媛県、高知県

甲信越･北陸･･新潟県、富山県、石川県、福井県、山梨県、長野県 九州･････福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、
鹿児島県 (沖縄県除く）
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仕入価格ＤＩ（「上昇」の割合から「低下」の割合を引いた値）

業種別景況ＤＩ

【製造業】
　○30年上半期の景況ＤＩは、5.0ポイント低下し▲9.7となった。
　○30年下半期の景況ＤＩは、6.7ポイント上昇し▲3.0となる見通し。
【卸売業】
　○30年上半期の景況ＤＩは、2.7ポイント上昇し▲15.3となった。
　○30年下半期の景況ＤＩは、6.9ポイント上昇し▲8.4となる見通し。
【小売業】
　○30年上半期の景況ＤＩは、3.7ポイント低下し▲11.1となった。
　○30年下半期の景況ＤＩは、6.1ポイント上昇し▲5.0となる見通し。
【飲食業】
　○30年上半期の景況ＤＩは、1.6ポイント上昇し11.6となった。
　○30年下半期の景況ＤＩは、5.1ポイント上昇し16.7となる見通し。

○30年上半期の仕入価格ＤＩは、6.6ポイント低下し48.5となった。
○30年下半期の仕入価格ＤＩは、8.1ポイント低下し40.4となる見通し。
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26年上半期 26年下半期 27年上半期 27年下半期 28年上半期 28年下半期 29年上半期 29年下半期  30年上半期 30年下半期見通し

製造業 ▲ 4.9 ▲ 8.2 0.3 10.2 6.9 ▲ 0.7 ▲ 4.9 ▲ 4.7 ▲9.7(-5.0) ▲3.0（+6.7）

卸売業 ▲ 1.6 ▲ 14.1 8.0 7.9 2.9 6.2 ▲ 8.5 ▲ 18.0 ▲15.3(+2.7) ▲8.4（+6.9）

小売業 6.8 11.7 16.0 22.9 9.9 ▲ 1.3 ▲ 13.0 ▲ 7.4 ▲11.1(-3.7) ▲5.0（+6.1）

飲食業 5.9 10.8 16.5 19.4 ▲ 2.4 ▲ 16.7 ▲ 8.9 10.0 11.6（+1.6） 16.7（+5.1）

（　）は前回との差
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26年上半期 26年下半期 27年上半期 27年下半期 28年上半期 28年下半期 29年上半期 29年下半期 30年上半期  30年下半期見通し

食品産業 63.8 61.2 63.1 54.1 32.7 41.3 37.6 55.1 48.5(-6.6) 40.4（-8.1）

うち製造業 70.3 70.9 65.6 53.8 32.2 35.9 38.8 57.5 56.2(-1.3) 47.5（-8.7）

うち卸売業 50.4 31.1 54.0 52.3 30.4 52.2 32.2 50.0 27.8(-22.2) 20.9（-6.9）

うち小売業 62.7 63.7 65.3 56.6 40.0 44.6 38.4 47.0 44.1(-2.9) 40.8（-3.3）

うち飲食業 84.1 70.3 82.4 71.0 41.4 61.1 60.0 66.0 67.4(+1.4) 45.7（-21.7）

（　）は前回との差



④

販売数量ＤＩと販売価格ＤＩ（「上昇（増加）」の割合から「低下（減少）」の割合を引いた値）

【販売数量】
　○30年上半期の販売数量ＤＩは、3.6ポイント低下し▲9.9となった。
　○30年下半期の販売数量ＤＩは、13.7ポイント上昇し3.8となる見通し。
【販売価格】
　○30年上半期の販売価格ＤＩは、6.3ポイント低下し8.8となった。
　○30年下半期の販売価格ＤＩは、0.5ポイント低下し8.3となる見通し。

雇用判断ＤＩ(「不足」の割合から「過剰」の割合を引いた値）

○30年上半期の雇用判断ＤＩは、6.0ポイント低下し35.2となるも、労働力の不足感は高止まりしている。
○30年下半期の雇用判断ＤＩは、3.9ポイント上昇し39.1となり、労働力の不足感は継続する見通し。
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26年上半期 26年下半期 27年上半期 27年下半期 28年上半期 28年下半期 29年上半期 29年下半期  30年上半期 30年下半期見通し

販売数量DI ▲ 2.3 ▲ 3.3 2.4 10.2 3.6 ▲ 6.6 ▲ 6.7 ▲ 6.3 ▲9.9(-3.6) 3.8（+13.7）

販売価格DI 18.7 13.0 25.4 26.3 12.1 16.2 7.6 15.1 8.8（-6.3） 8.3（-0.5）

（　）は前回との差
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食品産業 14.5 23.2 23.1 33.0 27.6 34.2 33.4 41.2 35.2（-6.0） 39.1（+3.9）

うち製造業 15.2 21.2 21.5 31.3 24.7 33.3 32.6 40.1 33.5（-6.6） 38.0（+4.5）

（　）は前回との差
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⑤

○設備投資ＤＩ(平成30年上半期時点での平成30年通年の見通し)は、前回調査（29年下半期）より1.7ポイ
　ント増加し、8.4とプラス値を維持している。

２ 食品関係企業の電子商取引（ＥＣ）の取組状況について

食品関係企業の約６割が電子商取引（ＥＣ）に取り組む

食品関係企業のＥＣの取組状況について

○食品関係企業を対象に、ＥＣの取組状況を調査したところ、ＥＣに取り組んでいる企業は62.8％となっ
　た。また、販売額に占めるＥＣの割合は「１％～20％」が51.9％、「20％超」が10.9％となった。
○業種別にみると、卸売業は他業種に比べて「20％超」の割合が高い一方で、「ＥＣに取り組んでいない」
　割合も高く、ＥＣを活用している企業とそうでない企業が二極化している。

設備投資ＤＩ(「増加」の割合から「減少」の割合を引いた値）

（注）年途中に行う上半期調査に比べ、年初に行う下半期調査の方が設備投資に対して弱含みの数値となりやすい。
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（　）は前回との差
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⑥

今後のＥＣの取組みに関する意向

○ＥＣに取り組む食品関係企業に対して、今後のＥＣの取組みに関する意向を聞いたところ、「今後、
　取引を拡大していく」と回答した企業は55.7％となり、半数以上がＥＣを拡大する意向である。
○拡大意向の企業に対して、販売額に占めるＥＣの割合の目標を聞いたところ、「20％超」と回答した
　企業は37.7％となり、現状の約２倍となることがわかった。

ＥＣ拡大にあたっての物流面の課題

○ＥＣの取組みを「今後、取引を拡大していく」と回答した企業に対して、ＥＣ拡大にあたっての物流面で
　の課題を聞いたところ、65.7％の企業が物流面に課題を感じていることが分かった。最も意識されている
　課題は「共同輸送等、他企業との連携強化」であり、卸売業が特に顕著である。
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⑦

３ 食品関係企業の農業参入に係る取組状況について

農業参入への取組みについて（平成22年７月調査との比較）

食品関係企業の農業参入は増加、
農業参入から５年以内に黒字化した企業は４割を下回る

○食品関係企業に対して、農業参入への取組状況について聞いたところ、「既に参入している」とした企業
　は12.7％と前回調査（平成22年７月調査）から増加していることが分かった。
○「参入を検討または計画している」、「参入に関心はあるが、検討していない」との回答が減少している
　ことから、食品関係企業の農業参入が進んだ一方で、新たに農業参入に関心をもつ層は増えていないこと
　がうかがえる。

農業参入の目的について

○農業参入の目的については、「原材料の安定的な確保」の回答が最も多くなり、次いで「本業商品の
　付加価値化・差別化」、「地域貢献」の順となった。
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⑧

農業参入後、農業部門が黒字化するまでの期間について（今回初調査）

○農業参入を実施した食品関係企業に対して、農業部門が黒字化するまでに要した期間を聞いたところ、５
　年以内に黒字化した企業は37.9％と４割を下回ることが分かった。
○調査からは「作付から収穫まで年１回転であり作業の習熟に時間を要した」「本業の安定的な稼働が目的
　であり、農業部門のみでの採算は意識していない」などの声も聞かれた。

農業参入における課題について（平成22年上半期調査との比較）

○農業参入を実施した、または検討・計画している食品関係企業に対して、農業参入の課題を聞いたとこ
　ろ、「人材の確保」が急伸（平成22年上半期調査比+27.0ポイント）し、最も大きな課題であることが分
　かった。
○その他課題として「採算性の判断」、「農地または事業地の確保」、「技術習得」が続き、農業参入の際
　は農業の特性を理解している専門家によるサポートが求められていることがうかがえる。
○また「資金調達」が22.8％（同▲15.0ポイント）に減少したことも特徴的な動きとなっている。
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63.2 

50.5 

39.2 

38.9 

26.7 

22.8 

20.0 

17.3 

2.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

人材の確保

採算性の判断

農地または事業地の確保

技術習得

地元との調整

資金調達

流通・販売経路の確保

制度・手続き

その他
平成30年上半期

45.3 

38.4 

37.8 

36.2 

33.4 

32.3 

26.2 

1.9 

0.0 20.0 40.0 60.0

採算性の判断

農地または事業地の確保

資金調達

人材の確保

技術習得

流通・販売経路の確保

制度・手続き

その他 平成22年上半期

5年以内に

黒字化37.9％



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


